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W. Röpkes Ordnungspolitische Konzeption



































4） この分類はベッカーに拠っている。Vgl. Becker (1965, 44ff). また，村上（2013）も参照。
5） Vgl. Röpke (1944/1979, 51; 91f)
6） 旧自由主義へのこの「社会学的盲目性」という批判については，リュストウがより詳細に論じている。
Vgl. Rüstow (1950, 50―56). また，村上（1998）も参照。
7） Vgl. Schmölders (1971, 491). 西村光夫も，1965年のモンペルラン協会の総会には既にレプケはおらず，
幹部間にトラブルがあったときいた，としている（西村，1974，6）。ハートウィルによれば，これはフー






























8） Müller-Armack (1971, 45). ミュラー＝アルマックは，協会における「アングロサクソン的気質の支配」
について語っている。
9） Röpke (1944/1979, 85).
10） Vgl. Becker (1965, 169―172).
11） たとえば，Vgl. Röpke (1944/1974, 47ff).
12） Röpke (1960, 74).
13） Vgl. Röpke (1958/1979)



























Vgl. Quaas (2000, 269f).


































している。Vgl. Röpke (1933, 105―124).
20） リュストウとレプケが交流を持つようになったのは，ハーゼルバッハによれば，遅くともリュストウ
がVDMA（Verein Deutscher Maschinenbau-Anstalten; ドイツ機械工業団体）の幹部として活動してい
た1920年代後半である。レプケやオイケンは，VDMAの発行する雑誌『機械工業』（Maschinenbau）に
1928年に論文を寄稿しており，また当時のリュストウは団体活動の戦略として，若手の学者との密接な
コンタクトをとっていたことから，この時期であると推測している。Vgl. Haselbach (1991, 203). レプケ
自身は，最初にリュストウの存在を知ったのは1923年，実際に会ったのは1924年だとしている。Vgl. 
Röpke (1955, 13f). したがって，両者の密接な関係は既に亡命以前に存在していたと考えられる。事実，
ハーゼルバッハによれば，それまで学者としての明確で十分な経歴のないリュストウが，亡命してイス
タンブール大学へと職を得ることは出来たのは，レプケがイスタンブール大学への招聘を受ける条件と
してリュストウに席を設けることを挙げたからであった。Vgl. Haselbach (1991, 208).
21） ミュラー＝アルマックの世俗化理論については，Vgl. Müller-Armack (1948/1981). また村上（2001a）も
参照。





























24） Röpke (1942/1979, 23).
25） Röpke (1944/1979, 243ff).
26） Röpke (1944/1979, 245).
27） Röpke (1942/1979, 23).
28） Röpke (1942/1979, 23)
29） 以上については，Röpke (1944/1979, 243).
30） Vgl. Röpke (1944/1979, 210ff; 244f).
31） Röpke (1944/1979, 243)
32） Röpke (1958/1979, 30).
33） Röpke (1958/1979, 85).































35） Röpke (1942/1979, 24).
36） Röpke (1942/1979, 25).
37） プロレタリア化については，Vgl. Röpke（1950/1964, 160―175）
38） Röpke (1950/1964, 162f).
39） 以上は，Röpke (1944/1979, 254).
40） Vgl. Röpke (1950/1964, 163).
41） Röpke (1950/1964, 163)

































43） Vgl. Röpke (1944/1979, 248f).
44） Röpke (1942/1979 24).
45） この用語はアルフレート・ヴェーバー（Alfred Weber）のものである。Vgl. Weber (1953)
46） Vgl. Röpke (1942/1979 28), Röpke (1944/1979, 257f).






























条件的なるものならびに絶対的なるものへのはまり込み」（Verranntheit ins Unbedingtheit und 
48） Vgl. Röpke (1944/1979, 255ff), Röpke (1942/1979 29).
49） Vgl. Röpke (1947, 15).
50） Röpke (1947, 11).
51） Röpke (1947, 13f).
52） Vgl. Röpke (1944/1979, 112ff).
53） Röpke (1942/1979, 65ff).
54） Röpke (1944/1979, 107).


























ののコンパス」（Kompaß des menschlich Wesensgemäßen）65）の喪失は，「精神的・道徳的真空状
56） Röpke (1942/1979, 83).
57） Röpke (1944/1979, 107).
58） Röpke (1944/1979, 108). レプケはそれ以外にも生に対する盲目性（Lebensblindheit），歴史に対する盲
目性（Geschichtsblindheit）といった表現を用いている。社会学的盲目性は，リュストウによる経済的
自由主義批判の核心でもある。Vgl. Rüstow (1950a, 50―56). レプケの場合は，より広く「合理主義」に
対して批判が向けられている点が特徴的である。
59） Röpke (1942/1979, 84)
60） Röpke (1944/1979, 133ff).
61） Vgl. Röpke (1944/1979, 121f).
62） Vgl. Röpke (1944/1979, 139f).
63） Röpke (1942/1979, 17).
64） Röpke (1942/1979, 18).
























66） Röpke (1942/1979, 17).






に議論を集中するとしていたからである。この点については，Vgl. Röpke (1944/1979, 27ff). それゆえ，
ミュラー＝アルマックは，レプケの三部作への書評において，レプケの現代の社会危機に関する診断を
高く評価する一方で，「制度的」な側面に集中したレプケの分析がやはり「精神的・道徳的側面」につ


































72） Röpke (1958/1979, 21).
73） Röpke (1958/1979, 21)
74） Röpke (1947, 15).
75） Röpke (1962b, 311).
76） Röpke (1962b, 311).
77） Röpke (1947, 15).






























80） Röpke (1958/1979, 31).
81） Röpke (1962b, 311).
82） この点は次のようにも考えられるであろう。「むしろ本源の拘束のうちに身をおくことによって，人間
ははじめて人間となり自由となりうるのである」（野尻，1983，100）。
83） Röpke (1962b, 311)
84） Röpke (1962b, 311)
85） Röpke (1959b, 251).
86） Röpke (1959b, 252).
87） Röpke (1947, 19).
88） Röpke (1947, 24).
































90） Vgl. Röpke (1958/1979, 21).
91） Röpke (1947, 110).
92） レプケ自身も，自らの構想について「ひょっとしたら自由主義的保守主義（liberaler Konservatismus）
と特徴付けられうるかもしれない」と述べている。Vgl. Röpke (1944/1979, 18).




























95） Vgl. Röpke (1948)
96） Röpke (1948, 232).
97） Vgl. Röpke (1944/1979, 36ff). その他に「自己経済」（Eigenwirtschaft）があるが，小規模の範囲の経済
において実現可能であるにすぎないので，一国の経済秩序の可能性からは排除される。なお，オイケン
の秩序理論については，Eucken（1940/1989），村上（1998）を参照。
98） Röpke (1944/1979, 44).
99） Röpke (1944/1979, 83).
100） 「旧自由主義の見解によれば，競争秩序は自然生成物であるが，われわれ新自由主義の確信によれば，
競争秩序は栽培植物である」（zieht von Nell-Breuning, 1953, 218）。ネル・ブロイニンクは，レプケがこ
のたとえをフランクフルトの商工会議所で行なった講演で用いたとしている。


































102） Röpke (1958/1979, 23).
103） Röpke (1958/1979, 155).
104） Röpke (1958/1979, 60).
105） Röpke (1958/1979, 31).





























107） Vgl. Röpke (1944/1979, 223f).
108） Röpke (1944/1979, 28).
109） Röpke (1958/1979, 161), Röpke (1957b, 150).
110） リュストウの「第三の道」の議論については村上（2001b）を参照。
111） レプケは，「第三の道」という表現を，そもそもオッペンハイマー（Franz Oppenheimer）から
受け継いでいる。Vgl. Röpke (1942/1979, 314). オッペンハイマーの「第三の道」については，Vgl. 
Oppenheimer (1933).































113） Röpke (1944/1979, 100).
114） Röpke (1944/1979, 74).
115） Röpke (1937/1979, 219).
116） Vgl. Röpke (1944/1979, 74f).


























118） Röpke (1944/1979, 76).
119） 自由主義的干渉については，Rüstow（1932），Rüstow（1963），村上（2001b）を参照。
120） Röpke (1942/1979, 259).




 （c）取引時間に関する規定（Bestimmungen über Geschäftszeiten）（休日休業を含む），
 （d）価格の取り決め（Preiregelungen）（基準：平常価格の創出（Herstellung des Normalpreises）），


























 （h）外国為替の強制的管理（zwangsbewirtschaftung von Devisen），
 （i）割り当て政策（Kontingentspolitik）ならびに手形交換政策（Cliearungpolitik）
 （j）投資の禁止（Verbot von Investitonen）
 （k）家賃ならびに価格の凍結（Miet- und Preisstop）
 （l）貨幣価値政策（Geldwertpolitik）ならびに価格の固定（Festlegung von Preisen）
 （m）最低賃金（Mindestlöne）
 （n）補助金（Subventionen）
 である。Vgl. Boehlke (1961, 76f). ただし，これは一つの例であって，レプケの施策の可能性はこのカタ
ログに厳密に限られたものではない。たとえば，レプケは，景気政策において，呼び水政策といわれる
景気の底における公共投資や信用拡張，また景気の過熱を抑える投資抑制，増税，国家支出削減，割引
率引き上げ，公開市場操作を「整合的」であると認めている。Vgl. Röpke (1944/1979, 351; 355ff). また，
構造政策もこのカタログを大きく越え出るものである。
122） Vgl. Röpke (1944/1979, S78f).
123） Röpke (1944/1979, 79).
124） Röpke (1944/1979, 80).
































126） Röpke (1944/1979, 83).
127） Röpke (1944/1979, 83).
128） Röpke (1944/1979, 84). 原文はバンジャマン・コンスタン（Benjamin Constant）の言葉をもじったフ
ランス語であるため，訳文は本書訳書の該当箇所にしたがった。喜多村訳（1954/1982, 65）．
129） Röpke (1944/1979, 84).






























131） Röpke (1944/1979, S. 282).
132） レプケは，この課題を，カトリックの教皇回章「クワドラジェジモ・アンノ」における「プロレタリ
アの救い」（redemptio proletariorum）を引きながら，極めて重視している。Vgl. Röpke (1944/1979, S. 
265). レプケ自身はプロテスタントであり，カトリックではなかったが，カトリック社会論を高く評価し，
そこから多くを学んでいた点は重要であろう。
133） レプケの財産形成政策については，Vgl. Röpke (1944/1979, SS. 279―284).
134） したがって，レプケの住宅政策は，リュストウのSiedlungspolitikの議論と同様の効果が期待されてい
ることがわかる。これについては，村上（2001b）を参照。





























136） Röpke (1944/1979, 290).
137） レプケの国土計画の構想については，Vgl. Röpke (1944/1979, 284―291).
138） Vgl. Röpke (1944/1979, 257―264).
139） Vgl. Röpke (1944/1979, 263). レプケは，国家の権限の配分原則として「補完性原則」を支持するが，
この原則の観点からしても，レプケにおいては自助を優先しない形での普遍主義的な社会福祉は否定さ
れると考えられる。Vgl. Röpke (1944/1979, S. 179).
140） Vgl. Röpke (1944/1979, 265). たとえば，レプケは「養老保険」（Altersversicherung）の道徳的意義を
高く評価している。Vgl. Röpke (1944/1979, 272). この点は，補完性原則の積極的側面からの理解と考え
られるが，レプケはそれについて具体的に述べていない。
141） Röpke (1944/1979, 271).





























144） Röpke (1944/1979, 319).






る。Vgl. Ockenfels (1999 53). ナヴロートの議論については，Vgl. Nawroth (1961).
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